
患者名　@PATIENTNAME　様

主治医: 担当看護師:
　 　　　在宅復帰支援担当者：

病　　名 慢性腎不全→腹膜透析導入 （SPIED法）

日　　時 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

入院

約1週間後

治療・薬剤 持続点滴 状態に合わせて

術前筋肉注射 腹膜透析開始に

（点滴・内服） 抗生剤点滴 なることもあり
ガーゼ交換

毎日体重測定 → → → → → →

術後X線(KUB) 以後、採血，

Ｘ線写真適宜 排液検査適宜

安静度 病院内フリー 術後病棟内歩行可 病院内フリー → → →

水分制限

食　　事 腎不全食 昼のみ1/2 腹膜透析食 → → （栄養指導）

清　　潔 必要に応じ剃毛 全身清拭 → →
（医師の指示後）入
浴・出口部ケア　指

導

出口部ケア物品
の確認

排　　泄 蓄尿 → → → → →

目標

病名、入院期間等は現時点で考えられるものであり、治療、検査等を進めるにしたがって変わることがあります。 市立四日市病院

退院

平成　　年　　月　　日

手術 手術翌日

CAPD500ml
 X1～2回

状態に合わせ
て液量変更

自宅での透析
サイクルを確

認

CAPDの手技を正しく行うことができ、移乗時の対処ができる。
在宅で安心して治療ができるよう、知識を充足する。

経　　過 入院

検　　査

処　　置

腹膜透析を受ける患者様へ


